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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流体圧アクチュエータにより駆動される機体本体と、
　機体本体の一端側に搭載され流体圧アクチュエータにより作動可能な作業装置と、
　機体本体の他端側に搭載されたカウンタウエイトとを備えた作業機械において、
　機体本体または作業装置を作動する流体圧アクチュエータに対して加圧供給される作動
流体を蓄圧・放圧するアキュームレータを機体本体側に仮置き取付する仮止め手段、およ
び、この仮止め手段により機体本体側に仮置き取付けしたアキュームレータをカウンタウ
エイトの内部に固定する固定手段を備えた仮置きサポート構造体
　を具備したことを特徴とする作業機械におけるカウンタウエイト装置。
【請求項２】
　仮置きサポート構造体は、
　固定手段を備え、アキュームレータを収納した状態でカウンタウエイトの内部に配置可
能なアキュームレータサポート枠体と、
　カウンタウエイトと隣接する機体本体側でアキュームレータサポート枠体と対応可能な
高さに設けられたエンドプレートとを具備し、
　仮止め手段は、複数設けられ、アキュームレータサポート枠体とエンドプレートとを仮
止めする
　ことを特徴とする請求項１記載の作業機械におけるカウンタウエイト装置。
【請求項３】
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　仮止め手段は、
　アキュームレータサポート枠体に一体に取り付けられた複数の仮置きサポートフックと
、
　エンドプレートに穿設されて上記仮置きサポートフックと係合可能な複数の仮置きサポ
ート孔と
　を具備したことを特徴とする請求項２記載の作業機械におけるカウンタウエイト装置。
【請求項４】
　仮置きサポート構造体は、
　固定手段を備え、アキュームレータを収納した状態でカウンタウエイトの内部に配置可
能なアキュームレータサポート枠体と、
　カウンタウエイトと隣接する機体本体側でアキュームレータサポート枠体の低位部分に
上端が位置するエンドプレートをアキュームレータサポート枠体と対応可能な高さに延長
する仮置きジグとを具備し、
　仮止め手段は、複数設けられ、アキュームレータサポート枠体を仮置きジグに仮止めす
る
　ことを特徴とする請求項１記載の作業機械におけるカウンタウエイト装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、カウンタウエイト内部にアキュームレータが配置される作業機械におけるカ
ウンタウエイト装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、作業部の有する位置エネルギをアキュームレータに蓄圧し作業機の上げ動作など
に再利用できるようにした油圧ショベルが開発されている。ここで十分な位置エネルギを
蓄圧するためには容量の大きいアキュームレータを複数装備する必要があり、油圧ショベ
ル旋回フレーム上でのアキュームレータ配置スペース確保およびアキュームレータ重量に
耐え得る構造物（旋回フレーム）設計が求められている。
【０００３】
　これに対して油圧ショベルの構造上、重量物は車両後方に配置することが望ましいこと
から、現在は旋回フレーム上の後端部カウンタウエイト手前側にアキュームレータ配置ス
ペースを設け、アキュームレータ取付部周辺にアキュームレータ重量に応じた補強を行な
う設計が採用されている。
【０００４】
　この問題を解決するための技術として、カウンタウエイト内部のスペースをアキューム
レータ配置に用いる技術が開示されている（例えば特許文献１、特許文献２参照）。
【０００５】
　特許文献１には、カウンタウエイト着脱装置を備えた油圧ショベルにおいてカウンタウ
エイト内にアキュームレータを配置し、カウンタウエイト側のアキュームレータ設置台に
チェックバルブを設けることで、輸送時等においてカウンタウエイトを機体本体から分離
する場合にアキュームレータをカウンタウエイトに残す状態で分離できるようにすること
が示されている。
【０００６】
　特許文献２には、アキュームレータが取り付けられた場合であっても、カウンタウエイ
トの重量の増大を招くことなく安定性を良好に保つことができる作業機械の一例として、
カウンタウエイト上面または内側にアキュームレータを配置することが示されている。
【０００７】
　これらの技術の利点として、アキュームレータにカウンタウエイトの役割を兼ねさせる
ことで、カウンタウエイト自体の重量を減少させることが可能、すなわちカウンタウエイ
トへのセメント等の充填量を減少させることが可能な他、カウンタウエイトおよびアキュ
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ームレータの重量の合計は増加しないことから旋回フレームアキュームレータ取付部周辺
に特別な補強を施す必要が無くなること、また旋回フレーム上のレイアウトの面で有利と
なることが挙げられる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００８】
【特許文献１】特開２００８－４５３６５号公報
【特許文献２】特開２００４－１１６６７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　一方、油圧ショベルの組立およびメンテナンスの手順上、カウンタウエイトは旋回フレ
ーム上の油圧配管の組み付けが完了した後に旋回フレーム上に取り付けられることになる
部品であり、カウンタウエイト未装着の状態でも油圧ショベルを操作可能であることが要
求されている。すなわち、組立時のカウンタウエイト装着場所への走行操作や、カウンタ
ウエイトを外した状態で油圧ショベルを作業現場に輸送する際の走行操作などが発生する
。
【００１０】
　このとき、油圧回路の一構成部品であるアキュームレータは旋回フレーム上に取り付け
られ配管作業が完了している必要があるが、上記特許文献１の作業機械のようにアキュー
ムレータをカウンタウエイト内に取り付けた場合や、上記特許文献２の作業機械のように
アキュームレータをカウンタウエイト上面またはカウンタウエイト内に取り付けた場合は
、カウンタウエイトを旋回フレームすなわち機体本体に装着する前のカウンタウエイト未
装着の状態で、アキュームレータを機体本体側の配管と接続して機体本体または作業装置
を操作可能とすることは困難である。
【００１１】
　本発明は、このような点に鑑みなされたもので、カウンタウエイト内部にアキュームレ
ータが配置される作業機械において、機体本体に対しカウンタウエイト未装着の状態でも
アキュームレータを機体本体側の配管と接続して機体本体を動かすことができる作業機械
におけるカウンタウエイト装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　請求項１に記載された発明は、流体圧アクチュエータにより駆動される機体本体と、機
体本体の一端側に搭載され流体圧アクチュエータにより作動可能な作業装置と、機体本体
の他端側に搭載されたカウンタウエイトとを備えた作業機械において、機体本体または作
業装置を作動する流体圧アクチュエータに対して加圧供給される作動流体を蓄圧・放圧す
るアキュームレータを機体本体側に仮置き取付する仮止め手段、および、この仮止め手段
により機体本体側に仮置き取付けしたアキュームレータをカウンタウエイトの内部に固定
する固定手段を備えた仮置きサポート構造体を具備した作業機械におけるカウンタウエイ
ト装置である。
【００１３】
　請求項２に記載された発明は、請求項１記載の仮置きサポート構造体が、固定手段を備
え、アキュームレータを収納した状態でカウンタウエイトの内部に配置可能なアキューム
レータサポート枠体と、カウンタウエイトと隣接する機体本体側でアキュームレータサポ
ート枠体と対応可能な高さに設けられたエンドプレートとを具備し、仮止め手段が、複数
設けられ、アキュームレータサポート枠体とエンドプレートとを仮止めする作業機械にお
けるカウンタウエイト装置である。
【００１４】
　請求項３に記載された発明は、請求項２記載の仮止め手段が、アキュームレータサポー
ト枠体に一体に取り付けられた複数の仮置きサポートフックと、エンドプレートに穿設さ
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れて上記仮置きサポートフックと係合可能な複数の仮置きサポート孔とを具備した作業機
械におけるカウンタウエイト装置である。
【００１５】
　請求項４に記載された発明は、請求項１記載の仮置きサポート構造体が、固定手段を備
え、アキュームレータを収納した状態でカウンタウエイトの内部に配置可能なアキューム
レータサポート枠体と、カウンタウエイトと隣接する機体本体側でアキュームレータサポ
ート枠体の低位部分に上端が位置するエンドプレートをアキュームレータサポート枠体と
対応可能な高さに延長する仮置きジグとを具備し、仮止め手段が、複数設けられ、アキュ
ームレータサポート枠体を仮置きジグに仮止めする作業機械におけるカウンタウエイト装
置である。
【発明の効果】
【００１６】
　請求項１記載の発明によれば、カウンタウエイトの内部にアキュームレータが配置され
る作業機械において、機体本体に対しカウンタウエイト装着前のカウンタウエイト未装着
状態でも、アキュームレータを仮置きサポート構造体の仮止め手段により機体本体側に設
置できるので、機体本体側の配管とアキュームレータとを接続して機体本体を動かすこと
ができる。また、機体のメンテナンス等でカウンタウエイトの着脱が必要な場合も、仮置
きサポート構造体により機体本体側の配管とアキュームレータとを接続した状態で、配管
の着脱を行なうことなくカウンタウエイトのみの着脱が可能となる。さらに、仮止め手段
により機体本体側に仮置き取付したアキュームレータをカウンタウエイト内に固定手段に
より固定することで、アキュームレータ重量分のカウンタウエイト充填量を減らすことが
可能であるとともに、カウンタウエイト全体の重量は変わらないことから、機体本体側の
アキュームレータ取付部周辺構造の補強が不要となり、加えて、カウンタウエイト内にア
キュームレータを配置するので、機体本体側のレイアウトが有利となる。
【００１７】
　請求項２記載の発明によれば、仮置きサポート構造体は、アキュームレータを収納した
状態でカウンタウエイトの内部に配置可能なアキュームレータサポート枠体を、複数の仮
止め手段により機体本体側のエンドプレートに仮止めするので、アキュームレータの配管
組付け後からカウンタウエイト装着までの間も、アキュームレータを仮置きサポート構造
体により容易に仮置きすることができ、機体本体または作業装置を動かすことができる。
【００１８】
　請求項３記載の発明によれば、エンドプレートに穿設された複数の仮置きサポート孔に
係合可能な複数の仮置きサポートフックにより、アキュームレータサポート枠体をエンド
プレートに簡単に仮止めすることができる。
【００１９】
　請求項４記載の発明によれば、仮置きサポート構造体は、カウンタウエイトと隣接する
機体本体側でアキュームレータサポート枠体の低位部分に上端が位置するエンドプレート
をアキュームレータサポート枠体と対応可能な高さに延長する仮置きジグを備え、この仮
置きジグにアキュームレータサポート枠体を複数の仮止め手段により仮止めするので、機
体本体側のエンドプレートを取り替える必要がないとともに、複数の機体本体に対して同
一形状の仮置きジグを用いることも可能となることから、コスト面でも有利となる。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明に係る作業機械におけるカウンタウエイト装置の第１実施の形態を示す縦
方向断面図である。
【図２】同上装置の横方向断面図である。
【図３】同上装置の分解斜視図である。
【図４】同上装置の仮置きサポートフックと仮置きサポート孔の係合構造を示す側断面図
である。
【図５】同上係合構造を示す正断面図である。
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【図６】同上装置を備えた作業機械の側面図である。
【図７】同上作業機械の機体本体を示す斜視図である。
【図８】本発明に係る作業機械におけるカウンタウエイト装置の第２実施の形態を示す断
面図である。
【図９】同上装置の仮置きジグを示す正面図である。
【発明を実施するための形態】
【００２１】
　以下、本発明を、図１乃至図７に示された第１実施の形態、図８および図９に示された
第２実施の形態に基いて詳細に説明する。
【００２２】
　先ず、図１乃至図７に示された第１実施の形態について説明する。
【００２３】
　図６に示されるように、作業機械としての油圧ショベル10は、機体11として、走行モー
タ（図示せず）により走行駆動される履帯式の下部走行体12と、この下部走行体12に旋回
軸受部13を介して旋回モータ（図示せず）により旋回駆動される上部旋回体14とを備え、
この上部旋回体14の前側には、ブームシリンダ15cにより回動されるブーム15、スティッ
クシリンダ16cにより回動されるスティック16およびバケットシリンダ17cにより回動され
るバケット17を備えた作業装置18が搭載され、上部旋回体14の後側には、作業装置18など
との重量バランスを保つためのカウンタウエイト19が搭載されている。
【００２４】
　走行モータ、旋回モータ、ブームシリンダ15c、スティックシリンダ16cおよびバケット
シリンダ17cは、上部旋回体14に搭載されたエンジン（図示せず）により駆動されるポン
プから吐出された作動流体圧としての作動油圧により駆動される流体圧アクチュエータと
しての油圧アクチュエータであり、上部旋回体14に搭載されたタンクからポンプにより油
圧アクチュエータに加圧供給される作動油の油圧配管中には、過剰エネルギを吸収して蓄
圧するとともに、不足エネルギを放圧してエンジンをアシストする下記のアキュームレー
タが設けられている。
【００２５】
　上部旋回体14は、図７に示される機体本体としての旋回フレーム21を備え、この旋回フ
レーム21は、旋回軸受部13により旋回自在に支持される旋回支持部22から後方へセンタフ
レーム23が設けられ、このセンタフレーム23の後部には、エンジンを支持するエンジン搭
載部24とともに、エンドプレート25が溶接などにより一体に設けられている。このエンド
プレート25は、カウンタウエイト19を直接取り付ける場合の従来型のエンドプレートより
も車両上方に延長して形成する。
【００２６】
　旋回フレーム21は、走行モータにより移動可能であるとともに、旋回モータにより旋回
可能であり、これらの油圧アクチュエータにより駆動される。
【００２７】
　図１乃至図３に示されるように、旋回フレーム21の後端部には、溶接付けなどで固定さ
れた１対の載せ台26が突出されている。カウンタウエイト19の下面側には、これらの載せ
台26とそれぞれ嵌合する凹溝27が設けられ、これらの凹溝27は、図１に示されるように載
せ台26上に搭載された状態で、載せ台26の下側から挿入されたカウンタウエイト取付ボル
ト28により載せ台26に固定される。図３に示されるように、エンドプレート25と対向する
カウンタウエイト19の面には、アキュームレータサポート収納凹部29が開口されている。
【００２８】
　図１および図２には、旋回フレーム21または作業装置18を作動する油圧アクチュエータ
（走行モータ、旋回モータ、ブームシリンダ15c、スティックシリンダ16cおよびバケット
シリンダ17c）に対して加圧供給される作動油を蓄圧・放圧するアキュームレータ31をカ
ウンタウエイト19の内部に配置可能であるとともに旋回フレーム21側に仮置き取付可能な
仮置きサポート構造体32が示されている。
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【００２９】
　この仮置きサポート構造体32は、アキュームレータ31を収納した状態でカウンタウエイ
ト19の内部に配置可能なアキュームレータサポート枠体33と、カウンタウエイト19と隣接
する旋回フレーム21側でアキュームレータサポート枠体33と対応可能な高さに設けられた
前記エンドプレート25と、アキュームレータサポート枠体33とエンドプレート25とを仮止
めする複数の仮止め手段34とを具備している。
【００３０】
　この仮止め手段34は、図４および図５に示されるように、アキュームレータサポート枠
体33に溶接された複数の仮置きサポートフック35と、エンドプレート25に穿設されて上記
仮置きサポートフック35と係合可能な複数の仮置きサポート孔36とを具備している。
【００３１】
　仮置きサポートフック35は、仮置きサポート孔36より幅寸法の小さな首部35aを介して
、仮置きサポート孔36を挿通できる大きさの係合板35bが一体化されたものである。
【００３２】
　図２および図３に示されるように、アキュームレータサポート枠体33には、この枠体33
をカウンタウエイト19内に本締め固定するための固定手段が設けられている。この固定手
段は、アキュームレータサポート枠体33の左右側板下部に、この枠体33をカウンタウエイ
ト19のアキュームレータサポート収納凹部29内に固定するための固定板37がそれぞれ取り
付けられており、カウンタウエイト19のアキュームレータサポート収納凹部29内に嵌合さ
れたアキュームレータサポート枠体33の固定板37のボルト挿入孔に挿通された本締めボル
ト38が、アキュームレータサポート収納凹部29の底部に形成された固定部39のネジ穴に螺
入されて、アキュームレータサポート枠体33が本締め固定される。
【００３３】
　アキュームレータサポート枠体33の上板部には、１対のワイヤ掛け部40が設けられ、ク
レーンによりアキュームレータサポート枠体33を吊り上げ可能となっている。
【００３４】
　以上のように、アキュームレータ31の固定に仮置きサポート構造体32のアキュームレー
タサポート枠体33を用い、このアキュームレータサポート枠体33をカウンタウエイト19の
内側に本締めボルト38により固定するだけでなく、旋回フレーム21側にもアキュームレー
タサポート枠体33を仮置きすることができるような仮置きサポート構造体32のエンドプレ
ート25を設ける。
【００３５】
　次に、この図１乃至図７に示された第１実施の形態の作用効果を説明する。
【００３６】
　車両組立時は、先ず、アキュームレータサポート枠体33内に複数のアキュームレータ31
を装着し、このアキュームレータサポート枠体33を旋回フレーム側仮置き用サポートのエ
ンドプレート25に仮置き設置する。
【００３７】
　その際、図４に示されるように、エンドプレート25の仮置きサポート孔36にアキューム
レータサポート枠体33の仮置きサポートフック35を水平に挿入した後、下降させることで
仮置きサポート孔36の下縁部に仮置きサポートフック35を係合する。
【００３８】
　そして、旋回フレーム21側の油圧配管と複数のアキュームレータ31とを接続して、油圧
ショベルを操作可能とする。例えば、カウンタウエイト19がなくてもアキュームレータ31
を搭載した機体11は、走行モータを駆動して自走できる状態であるため、トレーラなどの
運搬車両への乗り降りが可能である。
【００３９】
　カウンタウエイト19を旋回フレーム21に固定する際は、載せ台26にカウンタウエイト19
の凹溝27を嵌合してカウンタウエイト取付ボルト28により固定し、かつ、本締めボルト38
によりアキュームレータサポート枠体33の１対の固定板37をカウンタウエイト19の固定部
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39のネジ穴に固定する。
【００４０】
　このとき、図５に示されるように仮置きサポートフック35の首部35aの左右部と仮置き
サポート孔36との間には遊びの隙間があるので、アキュームレータサポート枠体33を本締
めボルト38により固定する際の位置調整がしやすい。
【００４１】
　このように、カウンタウエイト19の内部にアキュームレータ31が配置される油圧ショベ
ル10において、カウンタウエイト内部の取付部の他に旋回フレーム21側にもアキュームレ
ータサポート枠体33を仮置きできる構造を設けることで、下記の効果が得られる。
【００４２】
　旋回フレーム21に対しカウンタウエイト装着前のカウンタウエイト未装着状態でも、ア
キュームレータ31を仮置きサポート構造体32により旋回フレーム21側に設置できるので、
この旋回フレーム21側の油圧配管とアキュームレータ31とを接続完了させ、旋回フレーム
21を走行移動操作または旋回操作することができる。
【００４３】
　また、機体11のメンテナンス等でカウンタウエイト19の着脱が必要な場合も、仮置きサ
ポート構造体32を用いて旋回フレーム21側の油圧配管とアキュームレータ31とを接続した
状態で、油圧配管の着脱を行なうことなくカウンタウエイト19のみの着脱が可能となる。
【００４４】
　さらに、アキュームレータ31をカウンタウエイト19内に配置することで、アキュームレ
ータ重量分のカウンタウエイト充填量を減らすことが可能であるとともに、カウンタウエ
イト全体の重量は変わらないことから、旋回フレーム21側のアキュームレータ取付部周辺
構造の補強が不要となる。加えて、カウンタウエイト19内にアキュームレータ31を配置す
るので、旋回フレーム21側のレイアウトが有利となる。
【００４５】
　図１および図２に示された仮置きサポート構造体32は、アキュームレータ31を収納した
状態でカウンタウエイト19の内部に配置可能なアキュームレータサポート枠体33を、複数
の仮止め手段34により旋回フレーム21側のエンドプレート25に仮止めするので、アキュー
ムレータ31に対する配管組付け後からカウンタウエイト装着までの間も、アキュームレー
タ31を仮置きサポート構造体32により容易に仮置きすることができ、旋回フレーム21また
は作業装置18を動かすことができる。
【００４６】
　図４および図５に示されるように、エンドプレート25に穿設された複数の仮置きサポー
ト孔36に係合可能な複数の仮置きサポートフック35により、アキュームレータサポート枠
体33をエンドプレート25に簡単に仮止めすることができ、アキュームレータサポート枠体
33の組立性の簡略化を図れる。
【００４７】
　次に、図８および図９に示された第２実施の形態について説明する。なお、図１乃至図
７に示された第１実施の形態と同様の部分には、同一符号を付して、その説明を省略する
。
【００４８】
　この第２実施の形態は、仮置き専用のジグとして旋回フレーム21のエンドプレート25A
とは別のプレート状の仮置きジグ41を準備して、組立時にエンドプレート25A上に取り付
けるようにする。
【００４９】
　すなわち、図８に示される仮置きサポート構造体32Aは、カウンタウエイト19と隣接す
る旋回フレーム21側でアキュームレータサポート枠体33の低位部分に上端が位置するエン
ドプレート25Aをアキュームレータサポート枠体33と対応可能な高さに延長する仮置きジ
グ41を備えている。
【００５０】



(8) JP 6164645 B2 2017.7.19

10

20

30

　この仮置きジグ41は、プレート状のジグ本体42の下端よりやや上側に溶接された板部43
を介し、エンドプレート25Aの上縁部に嵌着する板部44が溶接され、ジグ本体42の上端か
らアキュームレータサポート枠体33上に位置する天板部45が溶接されている。
【００５１】
　さらに、複数の仮止め手段として、仮置きジグ41の天板部45に穿孔された１対のボルト
挿入孔を通して、アキュームレータサポート枠体33の天板部46に設けられた１対のネジ孔
にそれぞれ仮締めボルト47が螺合され、アキュームレータサポート枠体33が仮置きジグ41
に仮止めされている。
【００５２】
　このような図８および図９に示された仮置きサポート構造体32Aは、カウンタウエイト1
9と隣接する旋回フレーム21側でアキュームレータサポート枠体33の低位部分に上端が位
置するエンドプレート25Aをアキュームレータサポート枠体33と対応可能な高さに延長す
る仮置きジグ41を備え、この仮置きジグ41にアキュームレータサポート枠体33を複数の仮
締めボルト47により仮止めするので、旋回フレーム21側のエンドプレート25Aをそのまま
用いることができ、改良する必要がないとともに、複数の旋回フレーム21に対して同一の
仮置きジグ41を用いることも可能となることから、コストを抑えることができる構造とな
っている。
【産業上の利用可能性】
【００５３】
　本発明は、作業機械の製造および販売などに携わる事業者にとって産業上の利用可能性
がある。
【符号の説明】
【００５４】
　10　　作業機械としての油圧ショベル
　15c，16c，17c　　流体圧アクチュエータとしての油圧アクチュエータ
　18　　作業装置
　19　　カウンタウエイト
　21　　機体本体としての旋回フレーム
　25　　エンドプレート
　25A 　エンドプレート
　31　　アキュームレータ
　32　　仮置きサポート構造体
　32A 　仮置きサポート構造体
　33　　アキュームレータサポート枠体
　34　　仮止め手段
　35　　仮置きサポートフック
　36　　仮置きサポート孔
　41　　仮置きジグ
　47　　仮止め手段としての仮締めボルト
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